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区
は
、　

年　

月
、
直
面
す

１２

１０

る
厳
し
い
財
政
危
機
を
早
期
に

克
服
し
、
必
要
な
財
源
の
確
保

と
弾
力
的
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
、「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ

な
み
計
画
・
行
財
政
改
革
実
施

プ
ラ
ン
（　

〜　

年
度
）」
を
策

１３

１５

定
し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
三
カ
年
の
職
員

削
減
目
標
（
二
一
〇
人
）
を
二

年
で
達
成
す
る
と
と
も
に
、
基

金
（
区
の
貯
金
）
の
積
み
増
し

や
区
債
残
高
（
区
の
借
金
）
の

削
減
な
ど
、
計
画
で
定
め
た　
１４

年
度
末
ま
で
の
財
政
健
全
化
目

標
を
す
べ
て
達
成
で
き
る
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。
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今
日
の
厳
し
い
経
済
状
況
か

ら
み
て
、
今
後
も
区
税
収
入
の

速
や
か
な
回
復
は
困
難
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
区
財
政

の
下
で
も
、
子
育
て
や
高
齢
者

介
護
の
基
盤
の
充
実
、
環
境
問

題
な
ど
へ
の
対
応
は
急
務
で

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
効
果
的
・
効

率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
に
区
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、区
は
こ
の
ほ
ど「
杉

並
区
実
施
計
画
」と
同
時
に「
行

財
政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
も
改
定
し
、「
第
二
次
行
財

政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
（　

〜　
１５

１７

年
度
）」（
以
下
「
第
二
次
プ
ラ

ン
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
で
生

み
出
さ
れ
る
新
た
な
財
源
な
ど

の
効
果
を
実
施
計
画
事
業
費
に

充
当
し
、
必
要
と
さ
れ
る
施
策

を
着
実
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み

計
画
・
第
二
次
プ
ラ
ン
」
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

�
企
画
課

問

２２
面面
にに
つつ
づづ
くく

区区区区区区区区区区区区区区区区
政政政政政政政政政政政政政政政政
のののののののののののののののの
抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜
本本本本本本本本本本本本本本本本
的的的的的的的的的的的的的的的的
なななななななななななななななな
経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営
改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革
をををををををををををををををを
推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

区
政
の
抜
本
的
な
経
営
改
革
を
推
進
し
ま
す

「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計
画
・
第
二
次
行
財
政
改
革
実
施
プ
ラ
ン
（　

〜　

年
度
）」
を
策
定
し
ま
し
た

１５

１７

▲高円寺中央公園（高円寺南４‐３１‐７）

ププ
ララ
ンン
のの
基基
本本
的的
考考
ええ
方方
とと
目目
標標

ル
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
区
政
の
質
的
な
向

上
を
図
る
、
よ
り
抜
本
的
な
経

営
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。財

政
健
全
化
等
の
目
標

　

強
固
で
弾
力
的
な
財
政
基
盤

確
立
の
た
め
、
次
の
三
つ
の
数

値
目
標
を
掲
げ
、
取
り
組
み
ま

す
。

�
財
政
健
全
化
の
目
標

�
区
の
貯
金
に
あ
た
る
「
財
政

調
整
基
金
」
の
積
立
額
を
、
景

基
本
的
な
考
え
方

　

第
二
次
プ
ラ
ン
で
は
、施
策
・

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
の
徹
底
、
民
間
活
力
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、引
き
続
き
、

財
政
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
需
要
に
こ

た
え
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
的
に
提
供
で
き
る
顧
客
志

向
の
区
政
と
す
る
た
め
に
、
行

政
経
営
の
新
し
い
視
点
や
手
法

を
取
り
入
れ
た
経
営
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
行
政
と
区

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
が
手
を

携
え
、
創
意
を
発
揮
し
て
様
々

な
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と

が
大
切
な
時
代
と
な
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
公
開

し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
、
信

頼
関
係
を
確
か
な
も
の
と
し
な

が
ら
、
互
い
に
責
任
を
分
か
ち

協
働
す
る
新
し
い
行
政
ス
タ
イ

　

第
二
次
プ
ラ
ン
は
、
次
の
四

つ
の
大
き
な
課
題
を
柱
に
構
成

し
、
一
一
二
の
項
目
に
取
り
組

み
ま
す
。

�
新
し
い
行
政
経
営
シ

ス
テ
ム
の
創
出

　

民
間
経
営
手
法
な
ど
を
応
用

し
た
新
し
い
行
政
経
営
手
法
を

取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
図

り
、
効
率
的
で
創
造
性
の
あ
る

区
政
経
営
の
し
く
み
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
弾
力
的
な
組
織
運
営

〈表１　年度別目標数〉

計１７年度１６年度１５年度

２７５人９５人９０人９０人

〈表２　年度別の目標額〉
（単位：百万円）

計１７年度１６年度１５年度

１０，２１２３，７０６３，９７４２，５３２

や
管
理
的
経
費
の
削
減
に
よ

り
、
ス
リ
ム
で
活
力
の
あ
る
組

織
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
公
社

な
ど
に
つ
い
て
も
一
層
の
経
営

改
善
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

�
開
か
れ
た
区
政
と
区

民
と
の
協
働
の
推
進

　

情
報
公
開
を
充
実
し
、
区
政

の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
区
民
が
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
の
解
決

や
必
要
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
に
、
区
と
区
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
な
ど
が
協
働

す
る
し
く
み
を
つ
く
り
、
推
進

し
ま
す
。

�
変
化
に
対
応
し
た
施

策
の
再
構
築

　

Ｉ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
、
顧
客

志
向
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま

え
、
行
政
の
役
割
や
施
策
の
優

先
順
位
を
問
い
直
し
、
福
祉
な

ど
新
た
に
必
要
に
な
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
既
存
の
施
策
を
思
い
切
っ

て
見
直
す
と
も
に
、
民
間
活
力

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
効
率

的
な
行
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
歳
入
の
確
保
と
強
固

な
財
政
基
盤
の
確
立

　

財
源
の
確
保
と
負
担
の
公
平

の
た
め
に
、
税
な
ど
の
未
収
入

金
の
解
消
な
ど
、
一
段
の
歳
入

確
保
の
努
力
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

益
者
負
担
の
適
正
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
区
有
財
産
の
有

効
活
用
に
よ
り
歳
入
確
保
を
図

る
な
ど
、
財
政
運
営
の
基
盤
を

強
化
し
ま
す
。☆

　

第
二
次
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

項
目
の
う
ち
、
主
な
も
の
と
し

て
三
五
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
２
面
表
）

気
の
動
向
や
今
後
の
必
要
性
を

考
え
、一
〇
〇
億
円
と
し
ま
す
。

�
区
の
借
金
で
あ
る
「
特
別
区

債
」
の
残
高
を
三
年
間
で
二
〇

〇
億
円
以
上
削
減
し
ま
す
。

�
減
税
補
て
ん
債
の
発
行
額

を
、　

年
度
ま
で
に
年
一
〇
億

１７

円
以
下
と
し
ま
す
。

�
職
員
定
数
の
削
減
目
標

　

職
員
定
数
削
減
の
速
度
を
早

め
、　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１５

１７

の
三
カ
年
の
削
減
目
標
を
二
七

五
人
と
し
ま
す
。（
表
１
）

�
財
政
効
果
額
の
目
標

　

行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
財
政
効
果

の
目
標
額
を
、
一
〇
二
億
円
と

し
ま
す
。（
表
２
）

課課
題題
別別
のの
取取
りり
組組
みみ
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高
井
戸
図
書
館
の
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てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

移
転
計
画
に
つ
い
て

「
杉
並
区
実
施
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
高
井
戸
図
書
館
（
高
井
戸
東
１
―　
２８

―
１
）
の
移
転
計
画
に
つ
い
て
、
区
民
の
方
か
ら
多
く
の
ご
質
問
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（１）新しい行政経営システムの創出

取　り　組　み　の　概　要課題別取組項目
（主なもの）

行政評価制度を確立し、政策などの選択、予算編成、組織・人事
などに活用するととともに、その内容を公表します。行政評価制度の確立

行政評価などの客観性を高めるため入札監視および外部監査との連
携機能をもあわせもつ第三者機関を設置し、チェックを行います。

外部評価委員会によ
るチェック

コスト縮減、区民サービス向上のため、ＰＦＩ手法を施設建設・
運営などへ活用します。ＰＦＩ手法の活用

入札・契約の透明性、競争性の向上のため、「条件付一般競争入
札」の適用を大幅に拡大するとともに、入札事務手続きを電子化
し、簡素・効率化を図ります。

入札制度の改革と電
子入札の導入

職員一人１台パソコンの配備とネットワーク活用を進め、事務の
大幅な効率化とペーパーレス化を図ります。

一人１台パソコンを
活用した事務の効率
化

教職員へのパソコン配備を進め、学習活動と教育指導、保護者な
どとのコミュニケーションを図ります。学校ＩＴ化の推進

事務事業の見直し、民間委託の推進、ＩＴの活用などにより、職
員定数の計画的な削減を図ります。職員定数の削減

少数の職員で多くの仕事に対応できるよう、能力と実績に基づく
人事制度改革を推進します。

時代の変化に対応し
た人事制度改革

設備保守点検や光熱水費についてコスト削減計画を作成し、維持
管理や運営費を縮減します。

施設の維持管理・運
営経費の縮減

公社経営の自主性・自律性が高まるよう、経営評価制度を充実し
ます。また、顧客志向のサービスへの取り組みを促進します。公社等の経営改善

（２）開かれた区政と区民との協働の推進
重要な施策・計画などの策定にあたり、原案を公表し区民の意見
を聴くパブリックコメント制度を導入します。

パブリックコメント
制度等の導入

ＩＴを活用して区民が区政の課題を討論できる電子会議室を設置
します。電子会議室の開設

ＩＴなどを活用した、情報公開や情報提供のシステムを構築し、
区民との区政情報の共有化を図ります。

ＩＴを活用した情報
公開・提供の充実

区財政の現状や税負担とサービスなどに関する財政情報を、わか
りやすく提供します。財政情報の提供

区民要望を的確に区政に反映させるため、意見要望の迅速な処理
とそれらを蓄積して活用する広聴システムを構築します。広聴制度の再構築

区民の社会参加意欲にこたえ、地域の人材を育成し、社会的サー
ビスの一部を企業・ＮＰＯや、区民自身が担えるよう、地域人材
育成・協働のしくみをつくります。

地域人材育成・協働
システムの構築

ひとり暮らしの高齢者などが地域で安心して暮らせるよう、ＮＰ
Ｏ・ボランティアなどによる安心協力員や協力機関と連携・協力
する高齢者安心ネットワークシステムをつくります。

高齢者安心ネットワ
ークシステムの構築

地域の人が、地域の公園・道路などの「里親（美化活動者）」とな
って管理し、その活動を支援するしくみをつくり推進します。

公園・道路管理への
区民参加

駅周辺の放置自転車問題解決のため、自治会や商店会などと協力
しながら、「自転車放置防止協力員制度」を充実し、区民が主体的
に活動する「自転車のまちづくり推進組織」へと発展させていき
ます。

放置自転車問題への
区民との協働による
取り組み

民間活力の活用、ＮＰＯ・ボランティアなどとの協働による図書
館運営を検討・実施します。

図書館運営のあり方
の見直し

（３）変化に対応した施策の再構築

取　り　組　み　の　概　要課題別取組項目
（主なもの）

荻窪・高井戸の駅前に区民事務所機能をあわせ持つ、（仮称）行政
サービスステーションを開設し、休日・夜間における窓口サービ
スを拡充します。

休日・夜間の窓口サ
ービス拡充

ＩＴを活用し、いつでも公共施設の予約申し込みができるシステ
ムをつくります。また、様々な申請・届出などができるシステム
をつくります。

公共施設予約、電子
申請・届出システム
の構築

新たに導入する支援費支給制度や、障害者に対する地域生活支援
策を拡充しつつ、経済的給付施策のあり方を見直します。

経済的給付対策のあ
り方の見直し

ごみ減量化のための新たな施策や今後の清掃事業のあり方につい
て検討し、可能なものから実施します。

清掃事業のあり方の
検討

望ましい学校規模や教育施設の整備などについて、学識経験者、
学校関係者、区民参加により検討します。

学校規模の適正化・
適正配置

待機児を解消するため、認証保育所やグループ保育室を拡充しま
す。また区立保育園の改築に伴い公設民営化を推進し、一時保育
などの施策を拡充します。

保育サービスのあり
方の見直し

児童館事業の一部および学童クラブ事業を、段階的にＮＰＯなど
民間の運営主体にゆだね、民間と協働で児童館などの運営を担う
新たな仕組みを導入します。

児童館・学童クラブ
運営の再構築

電子計算システムの開発や保守管理について、セキュリティを確
保しつつ、民間の高度な専門業者に委託し、効率的運営を図りま
す。

民間委託の推進（電
子計算システムな
ど）

学校の余裕教室について、教育施設としての計画的な活用ととも
に、地域活動支援施設などへの有効活用を図ります。余裕教室の有効活用

国民健康保険料の賦課について、わかりやすい算定と事務の効率
化のため、従来の年２回賦課から年１回に変更します。

国民健康保険料賦課
方式の変更

（４）歳入の確保と強固な財政基盤の確立

区民税や国民健康保険料などの収納率向上のため、コンビニ収納
などについて検討・実施します。また、滞納者に対する徴収の強
化のため、徴収体制の改善を図ります。

収納率の向上

使用料について、受益者負担の適正化の観点から見直しを行いま
す。また手数料についても、継続的に見直しを行います。また、
私道整備助成における受益者負担のあり方を検討し、助成率を見
直します。

使用料・手数料等の
見直し

利用計画のない遊休用地などについて、売却・貸出などの有効活
用を図ります。区有財産の有効活用

区が発行する印刷物などへの広告掲載について検討し、収入確保
に努めます。広告収入の確保

日常的に金融機関の経営状況を監視しながら余裕資金の効率的運
用を行うなど、安全で効率的な資金運用を実施します。

効率的な資金管理と
ペイオフ対策

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｑ＆Ａ
Ｑ　

な
ぜ
、
高
井
戸
図
書
館

を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

Ａ　

高
井
戸
中
学
校
で
は
、

平
成
９
年
の
改
築
後
、　

年
１３

ま
で
に
学
区
域
内
だ
け
で
も

五
五
〇
戸
を
超
え
る
大
規
模

集
合
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
予

想
を
超
え
る
住
宅
開
発
が
進

み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
影
響

の
た
め
、
改
築
後
は
生
徒
数

で
約
九
〇
名
、
学
級
数
で
二

学
級
増
加
し
、
今
後
も
生
徒

数
・
学
級
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
教
室
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

併
設
の
高
井
戸
図
書
館
を
他

へ
移
転
し
、
教
室
へ
転
用
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ　

現
状
の
敷
地
の
中
で
、

教
室
増
の
対
応
は
で
き
な

い
の
か
。

Ａ　

教
室
増
へ
の
対
応
と
し

て
、
校
庭
へ
の
増
築
、
体
育

館
と
の
重
層
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
校
庭
に
増
築
し

た
場
合
、
経
費
で
は
約
四
億

円
か
か
り
ま
す
が
、
グ
ラ
ン

ド
の
形
が
極
端
に
悪
く
な

り
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
も
で

き
な
く
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
も

と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
体
育

の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
運

動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
支

障
が
生
じ
て
き
ま
す
。ま
た
、

体
育
館
と
の
重
層
化
の
場
合

は
、
体
育
館
の
解
体
後
の
建

設
工
事
期
間
を
含
め
る
と
、

二
年
近
く
体
育
の
授
業
な
ど

に
支
障
が
出
ま
す
。
こ
の
場

合
の
経
費
は
、
約
八
億
円
以

上
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
計
画
上
の
予

算
は
、
図
書
館
の
移
転
建
設

費
と
し
て
約
四
億
四
七
〇
〇

万
円
、
移
転
後
の
教
室
へ
の

改
修
費
と
し
て
約
一
億
九
六

〇
〇
万
円
、
合
計
六
億
四
三

〇
〇
万
円
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　

高
井
戸
図
書
館
は
ど
こ

へ
移
転
す
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
規
模
は
ど
う
な
る
の

か
。

Ａ　

移
転
す
る
図
書
館
は
、

　

年
３
月
に
廃
止
を
す
る
高

１５井
戸
社
会
教
育
会
館
を
取
り

壊
し
、
区
有
地
を
有
効
活
用

し
て
建
設
し
ま
す
。
規
模
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
社
会
教

育
会
館
の
敷
地
面
積
八
七

八
・
四
一
�
に
隣
地
購
入
面

積
一
六
五
・
一
�
を
加
え
た

一
〇
四
三
・
五
一
�
と
な
り
、

移
転
前
と
ほ
ぼ
同
規
模
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
井
戸
図
書
館
の
地

下
保
存
庫
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
利
用
し
ま
す
。

Ｑ　

現
在
の
高
井
戸
図
書
館

の
利
用
者
が
不
便
に
な
ら

な
い
対
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
の
図
書
室
を
図
書
館
の

分
館
的
な
位
置
付
け
に
し

て
、
区
立
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む

こ
と
に
よ
り
、
区
内
の
図
書

資
料
の
貸
出
・
返
却
・
リ
ク

エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
図
書
室

の
蔵
書
も
充
実
し
て
い
く
予

定
で
す
。

Ｑ　

建
設
し
た
ば
か
り
の
図

書
館
の
移
転
は
、
税
金
の

無
駄
で
は
な
い
か
。

Ａ　

中
学
校
の
教
室
の
確
保

も
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
新
図

書
館
の
建
設
も
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
や
む

を
え
ず
今
回
の
よ
う
な
計
画

と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
学
校
教
育

上
の
利
便
面
や
経
費
の
面
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
選
択
し

た
も
の
で
す
。
現
在
の
図
書

館
は
、
校
舎
に
転
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
改
修
経
費
は
か

か
り
ま
す
が
、
建
物
自
体
を

取
り
壊
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
、
図
書
館
利

用
者
、
学
校
関
係
者
、
地
域

の
皆
様
方
に
十
分
ご
説
明

し
、
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆

　

�
教
育
委
員
会
施
設
課
ま

た
は
中
央
図
書
館
�
３
３
９

１
‐
５
７
５
４

問

各課題別の主な取り組み項目
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���
チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画 

全
盲
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・

新
垣
勉
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

ト
ー
ク
＆
リ
サ
イ
タ
ル

　

杉
並

in
　

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
か
た
わ
ら
、
学
校
・
公
共

施
設
・
病
院
な
ど
で
、
歌
と
心

を
打
つ
話
を
交
え
た
公
演
活
動

を
行
っ
て
い
る
、
新
垣
勉
さ
ん

の
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
区
後
援
）

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
６

１５

２８

時　

分
開
演
予
定（
６
時
開
場
）

３０
�
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
五
〇
〇
名
�
無
料
�

１５
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
東

京
中
小
企
業
家
同
友
会
事
務

局
・
林
�
５
９
５
３
‐
５
６
７

１　

５
９
５
３
‐
５
６
７
２
へ

FAX
（
先
着
順
）
�
同
事
務
局
�
チ

ャ
リ
テ
ィ
収
益
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

三
遊
亭
遊
史
郎
勉
強
会

　

今
回
は
、 若  
旦  
那 
も
の
、 廓 
も

わ
か 
だ
ん 

な 

く
る
わ

の
、 
芝 
居

し
ば 

い

   
 
噺 
を
得
意
ネ
タ
と
す

ば
な
し

る
、
三
遊
亭
遊
史
郎
の
登
場
で

す
。三
遊
亭
小
遊
三
に
入
門
し
、

二
ツ
目
昇
進
八
年
目
の
若
手
落

時
場

定

費

申

問

他

語
家
の
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
２

１５

１８

時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）
�

３０

杉
並
会
館（
上
荻
３
―　

―
５
）

２９

�
七
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会
員

割
引
な
し
）
�
・
�
電
話
で
、

文
化
･
交
流
協
会
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５
へ
（
先
着
順
）

冒
険
遊
び
場
に
集
合
！

　

子
ど
も
た
ち
の
�
生
き
る
力
�

を
育
て
た
い
、
と
い
う
思
い
の

中
で
、「
自
由
遊
び
・
ケ
ガ
と
弁

当
は
自
分
持
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
冒
険
遊
び
場
づ
く
り
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

木
登
り
や
火
お
こ
し
な
ど
、

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
ふ

だ
ん
で
き
な
い
遊
び
を
楽
し
も

う
！
（
区
後
援
）

　

�　

年
１
月　

日
�
・　

日

１５

１１

１５

�
・　

日
�
、
２
月
５
日
�
・

２６

　

日
�
・　

日
�
、
３
月　

日

１５

２３

１２

�
・　

日
�
・　

日
�
い
ず
れ

２９

３０

も
午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
小

１０

雨
決
行
）
�
塚
山
公
園
（
下
高

井
戸
５
―　

―　

）
�
無
料
�

２３

１２

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
わ
れ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
冒
険
遊
び
場

実
行
委
員
会
・
檜
谷
（
じ
っ
ち

ゃ
ん
）
�
０
９
０
‐
１
８
５
５

‐
５
５
６
０
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
掲
示
板h

ttp
://w
w
w
８０
.

tc
u
p
.c
o
m
/8
0
0
9
/b
o
u
k

e
n
a
s
o
b
ib
a
.h
tm
l/

、
Ｅ
メ

ー
ルa

s
o
b
ib
a
@
liv
e
d
o
o
r

時

場

定

費
申

問

時

場

費

申

問

.c
o
m

�
汚
れ
て
も
い
い
服
装

で
、
着
替
え
、
や
り
た
い
遊
び

の
道
具
、
焼
き
た
い
食
べ
も
の

な
ど
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

杉
並
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
育
て
中
の
人
も
、
そ
う
で

な
い
人
も
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
区
共
催
）

　

�　

年
１
月　

日
�
午
前　

１５

１９

１１

時
〜
午
後
４
時
�
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�
�

２２

３２

講
演
会
「
か
わ
い
い
心
の
育
て

方
」（
家
庭
生
活
研
究
会
・
阿
部

美
代
）
＝
午
後
１
時
〜
２
時　
３０

分
�
ス
ラ
イ
ド
上
映
「
ナ
ー
ジ

ャ
希
望
の
村
」
＝
午
後
０
時　
３０

分
〜
１
時
、
２
時　

分
〜
３
時

３０

�
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
（
人
形
劇

な
ど
の
お
楽
し
み
会
）
�
展
示

会
（
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
の

活
動
紹
介
）
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
杉
並
子
育
て
サ

ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
連
絡
会
・
小
林

�
０
９
０
‐
９
１
３
７
‐
１
８

５
５
�
託
児
が
あ
り
ま
す
（
若

干
名
）。
当
日
、会
場
で
受
け
付

け
ま
す

�
１
月
の
施
設
め
ぐ
り 

災
害
に
備
え
て

　

区
内
の
防
災
施
設
を
見
学

し
、
起
震
車
や
け
む
り
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

�　

年
１
月　

日
�
午
前
９

１５

２３

時
〜
午
後
４
時
�
コ
ー
ス
＝
区

他

時

場

内

費

申

問

他
時

内

役
所
防
災
セ
ン
タ
ー
↓
和
田
堀

公
園
↓
高
井
戸
災
害
備
蓄
倉
庫

↓
杉
並
会
館
（
昼
食
）
↓
神
田

川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池

↓
蚕
糸
の
森
公
園
↓
区
役
所
／

全
行
程
貸
切
バ
ス
で
移
動
�
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
小
学
生
以
下
は
付
き
添
い
が

必
要
で
す
）
�
四
二
名
（
抽
選
）

�
一
人
一
〇
〇
〇
円
�
往
復
ハ

ガ
キ
に「
１
月
の
施
設
め
ぐ
り
」

と
明
記
し
、
参
加
希
望
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表

者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
１
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
区
政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担

当
へ
�
同
課
�
�
狭
い
場
所
や

段
差
の
あ
る
場
所
の
見
学
が
あ

り
ま
す
の
で
、
活
動
し
や
す
い

服
装
、
履
き
物
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
�
昼
食
は
用
意
し
ま
す

東
京
書
道
研
究
会
展

　

�　

年
２
月　

日
�
〜　

日

１５

２１

２３

�
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（　
２１

日
は
正
午
開
場
、　

日
は
午
後

２３

３
時
か
ら
表
彰
式
・
区
後
援
）

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
無
料
�
当
日
、
直

２２

３２

接
会
場
へ
�
東
京
書
道
研
究

会
・
小
宮
山
�
３
３
１
１
‐
０

０
４
７
�
出
品
作
品
（
仮
表
装

以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
）
を

募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

１
月　

日
ま
で
に
同
会
・
小
宮

３１

山
へ楽

し
く
歩
き
ま 
専  
科 

せ
ん 
か

　

�　

年
１
月
９
日
�
午
前　

１５

１０

時
〜　

時　

分
�
集
合
場
所
＝

１１

３０

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井

草
３
―
８
―　

）
�
コ
ー
ス
＝

１９

観
泉
寺
↓
荻
窪
八
幡
神
社
↓
光

明
院
↓
荻
窪
駅
�
無
料
�
当

日
、
直
接
集
合
場
所
へ
�
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４

対

定

費

申

問

他

時
場

費

申

問

他

時

場
内費

申
問

‐
１
２
１
２
�
運
動
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い

お
も
ち
ゃ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

大
事
に
し
て
い
た
お
も
ち
ゃ

が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
、
お
も

ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
が
直
し
て
く
れ

ま
す
。

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
１

１５

１９

時
〜
４
時（
受
付
は
３
時
ま
で
）

�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）
�

一
〇
名
�
一
点
に
つ
き
一
〇
〇

円
�
・
�
電
話
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
３
３
３
１

‐
４
３
６
０
へ
（
先
着
順
／
水
・

木
曜
休
館
）

�
ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
 ２１

ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

�　

年
３
月　

日
�
・　

日

１５

２１

２２

�
�
科
学
館
�
規
定
競
技
＝
障

害
物
な
ど
の
あ
る
コ
ー
ス
で
タ

イ
ム
を
競
う
▽
自
由
演
技
＝
自

由
な
発
想
と
工
夫
で
演
技
を
競

う
�
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
基
本

操
作
が
で
き
る
区
内
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
区
内

在
住
の
児
童
・
生
徒
�
代
表
者

（
高
校
生
以
上
）
を
含
む
三
名

以
上
の
チ
ー
ム
・
三
〇
チ
ー
ム

（
抽
選
）
�
往
復
ハ
ガ
キ
に
内

容
（
規
定
か
自
由
か
）
と
全
員

の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

学
校
名
・
学
年
を
書
い
て
、
１

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

１５
科
学
館
（
〒　

‐
０
０
３
３
清

１６７

水
３
―
３
―　

）
へ
。
封
書
の

１３

場
合
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
返
信

先
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
同

封
し
て
く
だ
さ
い
�
同
館
�
３

３
９
６
‐
４
３
９
１
�
�
区
立

の
小
・
中
学
生
は
、
学
校
を
と

お
し
て
募
集
し
ま
す
�
使
用
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
・
キ
ッ
ト
は
、
科

学
館
で
貸
与
し
ま
す

他

時
場

定

費

申

問

時場

内

対

定

申

問
他

��
海
外
文
化
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
２ 

地
球
を
歩
こ
う
！
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
訪
ね
て

　

古
代
か
ら
東
西
の
交
流
と
交

易
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

様
々
な
文
化
や
歴
史
を 
育 
ん
だ

は
ぐ
く

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
訪
ね
ま
す
。

　

�　

年
２
月
９
日
�
午
後
１

１５

時
〜
４
時
�
産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
�
講

１９

演
、
民
族
楽
器
の
演
奏
や
食
文

化
に
も
触
れ
る
�
明
治
大
学
名

誉
教
授
・
江
波
戸
昭
�
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び

文
化
・
交
流
協
会
会
員
�
一
二

〇
名
（
先
着
順
）
�
一
〇
〇
〇

円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
国
籍
・
会
員
の
方
は
会

員
番
号
も
書
い
て
、
文
化
・
交

流
協
会「
海
外
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
２
）
へ
�
同
協
会
交

１４

流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

�
す
ぎ
な
み
生
活
展
記
念
消

費
者
講
座 

早
稲
田
商
店
会
奮
戦
記

　

地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
、

活
躍
し
て
い
る
安
井
潤
一
郎
さ

ん
に
、
そ
の
秘
け
つ
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
１

１５

２２

時　

分
〜
３
時　

分
�
消
費
者

３０

３０

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）
�
早
稲
田
商
店
会
会
長
・

安
井
潤
一
郎
�
五
〇
名（
抽
選
）

�
無
料
�
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
１
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
）
へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

時

場

内

師

対
定

費

申

問

時

場

師

定

費

申問

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

沓
掛
小
学
校

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　
　

月　

日
�
、
昨
年
に
続

１１

２７

き
山
形
県
西
村
山
郡
朝
日
町

か
ら
清
野
隆
町
長
を
は
じ
め

生
産
農
家
の
方
が
沓
掛
小
学

校
を
訪
れ
、
特
産
の
「
無
袋

ふ
じ
」
約
六
〇
〇
個
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時　

分
か
ら
、
歓

３０

迎
の
「
り
ん
ご
集
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
体
育

館
に
は
、
子
ど
も
た
ち
手
作

り
の
り
ん

ご
の
木
の

絵
や
ア
ー

チ
が
飾
ら

れ
、
五
年

生
を
中
心

に
合
奏
と

合
唱
で
歓

迎
の
気
持

ち
を
表
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、各
ク
ラ
ス
の
代
表
に「
ふ

じ
と
姫
り
ん
ご
」
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
会
の
後
、
町
役
場
の
方

や
生
産
農
家
の
方
を
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
迎
え
、
朝

日
町
の
紹
介
や
り
ん
ご
づ
く

り
の
話
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

四
年
生
の
総
合
学
習
で

は
、
生
産
農
家
で
も
あ
る
朝

日
町
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
組
合

長
の
井
澤
さ
ん
か
ら
り
ん
ご

の
作
り
方
や
、

霜
や
雪
の
害
な

ど
の
苦
労
話
を

お
聞
き
し
ま
し

た
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
あ
り
が
と

う
の
気
持
ち
を

こ
め
て
」
と
題

し
て
、「
無
袋
ふ
じ
」
で
作
っ

た
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
、
農
作

業
の
寒
さ
を
気
遣
っ
て
手
作

り
の
マ
フ
ラ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
、
朝
日
町

の
り
ん
ご
を
宣
伝
す

る
自
作
の
Ｐ
Ｒ
劇
や

歌
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

井
澤
さ
ん
は
、「
こ

う
し
た
子
ど
も
た
ち

の
や
さ
し
い
気
持
ち

が
、
生
産
者
の
力
に

な
り
ま
す
」
と
、
子

ど
も
た
ち
の
感
謝
の

気
持
ち
に
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

▲手作りのアップルパイを
プレゼント

�
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た

▲三遊亭　遊史郎

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信
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�
女
性
の
た
め
の
起
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー 

実
践
！
事
業
計
画
書
を

作
っ
て
み
よ
う

　

事
業
計
画
書
を
作
り
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
ま
で

学
ぶ
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

　

�
・
�
左
表
の
と
お
り
�
産

業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―

２
―　

）
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

１９

在
学
の
女
性
�
二
〇
名（
抽
選
）

�
五
〇
〇
〇
円
�
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記
入
例
参

時

内

場

対
定

費

申

照
）
で
、
１
月　

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１

１６７

―　

―
３　

３
３
９
３
‐
４
７

５６

FAX

１
４
）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
３
‐
４
４
１
０
�
託
児
は

あ
り
ま
せ
ん

�
高
齢
者（　

歳
以
上
）向
け

６５

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
入

門
　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
実

践
型
講
座
で
す
。
自
習
テ
キ
ス

ト
を
使
い
、
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
講
師
に
聞
き
な
が
ら
学
び

問

他

ま
す
。（
区
共
催
）

　

�　

年
２
月　

日
〜　

日
の

１５

１７

２８

月
・
水
・
金
曜
日
、
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分
（
計
六
回
）

３０

３０

�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

）
�
�
基
本
的
な
日
本

２２

３２

語
文
書
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
�
詳

細
な
参
考
書
を
読
む
と
き
に
、

容
易
に
理
解
で
き
る
基
礎
知
識

を
習
得
す
る
�
区
内
在
住
で　
６５

歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
�

一
三
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

�
二
〇
名
（
抽
選
）
�
往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
ク

１０

オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
会
・

田
中
宗
武
（
〒　

‐
０
０
１
５

１６６

成
田
東
５
―　

―
３
）
へ
�
同

１３

会
・
田
中
�
５
３
３
５
‐
５
３

４
０

�
ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
並 

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

�　

年
１
月　

日
�
午
前　

１５

２５

１０

時
〜
午
後
５
時
�
勤
労
福
祉
会

館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）
�
�

退
職
後
の
生
き
方
�
生
年
月
日

別
年
金
ガ
イ
ド
�
雇
用
・
健
康
・

介
護
保
険
�
体
験
談
「
私
の
退

時
場

内
対

費

定

申

問

時

場

内

職
前
後
」
�
退
職
後
の
生
活
設

計
�
年
金
基
金
研
究
会
�
区
内

在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
（
お
お

む
ね　

歳
以
上
）
と
家
族
�
五

５０

〇
名
（
抽
選
）
�
無
料
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
職
業
と
職
場
の
電
話
番
号
も

書
い
て
、
１
月　

日
（
必
着
）

１１

ま
で
に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉

協
会
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井

１６７

４
―
３
―
２
）
へ
�
同
協
会
�

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

�
平
野
裕
二
と
読
む 

国
連
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
６

１５

１０

時　

分
〜
８
時　

分（
区
後
援
）

３０

３０

�
阿
佐
谷
区
民
事
務
所
（
阿
佐

谷
北
２
―　

―　

）
�
第
七
回

１８

１７

「
少
年
司
法
」
�
杉
並
に
子
ど

も
の
人
権
を
守
る
し
く
み
を
つ

く
る
会
共
同
代
表
・
平
野
裕
二

�
三
〇
〇
円
（
毎
回
）、
テ
キ
ス

ト
代
一
〇
〇
〇
円
（
全
回
共
通

で
使
用
）
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
杉
並
に
子
ど
も
の
人
権
を

守
る
し
く
み
を
つ
く
る
会
・
山

内
�
・　

３
３
９
５
‐
２
６
９

FAX

師

対
定

費

申

問

時
場

内

師

費

申

問

５
�　

年
３
月
ま
で
毎
月
一
回

１５

開
催
予
定（
原
則
第
二
金
曜
日
）

�
家
族
介
護
教
室 

医
療
保
険
の
改
正
点
と

在
宅
医
療
に
つ
い
て

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
１

１５

１８

時
〜
２
時　

分
�
和
田
ふ
れ
あ

３０

い
の
家
（
和
田
３
―　

―
４
）

５２

�
和
田
堀
診
療
所
・
長
沼
京
子
、

高
杉
文
子
�
二
〇
名
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
和
田
ふ
れ
あ

い
の
家
�
３
３
１
２
‐
９
５
５

６
へ
（
先
着
順
）

�
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
す
ぎ
な
み
で
学
ぶ
」 

―
東
京
電
機
大
学
公
開
授
業

　

東
京
電
機
大
学
工
学
部
建
築

学
科
の
学
生
が
、　

月
に
区
内

１０

各
地
を
対
象
に
問
題
点
を
発

掘
・
分
析
し
、
発
表
し
た
課
題

に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け
た
計

画
案
を
発
表
し
ま
す
。（
区
共

催
）

　

�　

年
１
月
９
日
�
午
後
２

１５

時
〜
５
時
�
産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
�

１９

対
象
地
区
＝
�
防
災
ま
ち
づ
く

り
（
高
円
寺
南
三
丁
目
・
和
泉

他時

場

師

定

費

申

問
時

場

内

一
丁
目
）
�
地
域
密
着
型
商
店

街
の
活
性
化
（
阿
佐
谷
北
一
丁

目
商
店
街
・
西
永
福
北
口
商
店

街
）
�
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り（
高

井
戸
駅
･
永
福
駅
周
辺
）
�
無

料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
ま

ち
づ
く
り
推
進
課

�
区
制
七
〇
周
年
記
念
公
開

講
座 

中
高
年
の
登
山
術

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
２

１５

１５

時
〜
４
時
�
高
齢
者
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
）
�
登
山
知
識
と
楽
し
み

方
�
登
山
家
・
大
藏
喜
福
�
区

内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
�
六

６０

〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
当

日
、
直
接
会
場
へ
�
杉
の
樹
大

学
事
務
局
�
３
３
３
１
‐
９
２

１
１
（
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）

費

申

問

時

場
内

師

対定

費

申

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

杉
並
区
奨
学
生

　

�
来
春
、
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
（
高
等

課
程
）
に
入
学
予
定
の
方
で
、

区
内
に
一
年
以
上
住
み
、
独
立

対

の
生
計
を
営
む
保
護
者
と
同
居

し
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困

難
な
方
（
他
か
ら
奨
学
金
を
受

け
る
方
を
除
く
）
�
金
額
＝
�

公
立
＝
月
額
奨
学
金
一
万
七
〇

〇
〇
円
以
内
、
入
学
準
備
金
一

〇
万
円
以
内
�
私
立
＝
月
額
奨

学
金
二
万
九
〇
〇
〇
円
以
内
、

入
学
準
備
金
三
〇
万
円
以
内
／

い
ず
れ
も
無
利
子
▽
返
還
方
法

＝
卒
業
の
一
年
後
か
ら
一
〇
年

以
内
に
返
還
▽
申
込
期
間
＝　
１５

年
１
月
６
日
〜
３
月
７
日
（
区

立
中
学
の
在
校
生
は
、
学
校
を

経
由
し
て
申
し
込
み
が
で
き
ま

内

す
）
�
学
務
課
就
学
奨
励
係
�

す
で
に
在
学
中
の
方
は
、随
時
、

月
額
奨
学
金
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

家
庭
福
祉
員

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
児
童
を
、
ご
家
庭
で

保
育
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
資
格
＝
次
の
�
〜
�
の
す

べ
て
を
満
た
す
方
�
心
身
健
康

で
、
児
童
養
育
経
験
を
持
ち
、

現
在
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
な
い
�
家
庭
環
境
が
健

全
で
あ
り
、
子
ど
も
の
保
育
に

問

他

内

専
念
で
き
る
�
地
下
鉄
丸
ノ
内

線
方
南
町
駅
周
辺
の
方
南
・
和

泉
地
区
に
在
住
で　

年
４
月
１

１５

日
の
時
点
で
満　

歳
以
上
満　

２５

６０

歳
未
満
�
九
・
九
�
（
六
畳
）

以
上
で
採
光
と
換
気
に
優
れ
た

保
育
専
用
の
部
屋
が
自
宅
に
あ

る
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
火

構
造
の
建
物
で
、
避
難
設
備
と

避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
に
限
り
、
二
階
以
上
の
部

屋
で
保
育
す
る
場
合
も
可
）
�

保
育
士
・
教
員
・
助
産
師
・
保

健
師
・
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
つ
▽
保
育
時
間
＝
日

曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
時
間

３０

外
保
育
あ
り
）
▽
保
育
内
容
＝

預
か
る
児
童
は
生
後
６
週
間
以

上
３
歳
未
満
▽
保
育
定
員
＝
一

階
で
保
育
す
る
場
合
三
人
以
内

（
補
助
者
を
雇
用
し
て
二
人
で

保
育
す
る
場
合
は
五
人
ま
で
）、

二
階
で
保
育
す
る
場
合
二
人
以

内
（
補
助
者
を
雇
用
し
て
二
人

で
保
育
す
る
場
合
は
四
人
ま

で
）
補
助
者
を
雇
用
し
、
定
員

を
超
え
て
保
育
す
る
場
合
、

九
・
九
�
に
子
ど
も
一
人
に
つ

き
三
・
三
�
を
加
算
�
募
集
人

定

員
＝
一
名
�
保
護
者
か
ら
の
保

育
料
（
一
人
月
額
二
万
三
〇
〇

〇
円
以
内
）
お
よ
び
区
か
ら
の

補
助
（
０
歳
児
一
人
に
つ
き
月

額
六
万
五
〇
〇
〇
円
、
施
設
共

済
費
な
ど
）
�
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
・
志
望
動
機
、
裏

面
に
保
育
専
用
室
の
見
取
り
図

（
広
さ
・
階
数
・
避
難
経
路
も

明
記
）
を
書
い
て
、
１
月　

日
２９

ま
で
に
保
育
課
指
導
係（
区
役

所
東
棟
三
階
）へ
郵
送
ま
た
は

持
参
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
）。
書
類
選
考
の
上
、面
接

該
当
者
に
通
知
�
同
係

他
申

問

〈実践！事業計画書を作ってみよう〉

講　　　師テーマ月   日

アストリアコンサルティ
ンググループＬＬＣマネ
ジングジェネラルパート
ナー　

森本　晴久

事業計画書の
立て方とその
ポイント

２月１３日

ñハッピーコム代表取締役
戸田　江里子

事業計画書の
作り方　　２０日

事業計画書の
完成　　２７日

ñやさしい手代表取締役
香取　真恵子

成功までの道
―「経営理念
の重要性」（体
験とアドバイ
ス）

３月６日

３ｒｄ‐ｐｌａｃｅ（サー
ド・プレイス）代表　　 

五十嵐　健

プレゼンテー
ションの仕方
とポイント

　　１３日

※時間はいずれも、木曜日の午後６時３０分～８時３０分。

　

介
護
保
険
料
と
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
わ
る
費

用
の
一
部
は
、
税
金
の
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
保
険
料

　

１
月
か
ら　

月
の
一
年
間
に

１２

支
払
っ
た
介
護
保
険
料
は
、
全

額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。支
払
っ
た
額
は
、

次
の
も
の
で
確
認
で
き
ま
す
。

▽
年
金
か
ら
保
険
料
を
引
か
れ

て
い
る
方
（
特
別
徴
収
）
＝
社

会
保
険
庁
ま
た
は
共
済
組
合
か

ら
送
ら
れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」

▽
納
付
書
で
お
支
払
い
の
方

（
普
通
徴
収
）＝
保
険
料
の「
領

収
証
書
」

▽
口
座
振
替
の
方（
普
通
徴
収
）

＝
区
か
ら
お
送
り
し
た
「
介
護

保
険
料
口
座
振
替
済
の
お
知
ら

せ
」

　

�
確
認
が
で
き
な
い
と
き

は
、
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料

問

係
へ

◇
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

の
自
己
負
担
額
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の

一
部
ま
た
は
全
部
が
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
左
表
）

�
申
告
に
は
領
収
証
が
必
要
で

す
　

申
告
に
使
う
領
収
証
に
は
、

次
の
記
載
が
必
要
で
す
。

▽
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
た
介
護
支

援
事
業
者
名

・
医
療
費
控
除
対
象
金
額

▽
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

・
施
設
の
種
類

・
医
療
費
控
除
対
象
金
額

　

�
領
収
証
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
へ
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

介
護
保
険
課
給
付
係
へ

問

★
介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ
⑯
★

〈サービスの種類〉
医療費控除の対象になる額サービス名

利用者負担額の全額が控除
の対象になります

A居宅療養管理指導B訪問看
護C訪問リハビリテーション
D通所リハビリテーションE
短期入所療養介護（医療施設
でのショートステイ）

居
宅
サ
ー
ビ
ス

A～Eのいずれかのサービ
スを同じ月に利用した場
合、利用者負担額の全額が
控除の対象になります

F訪問介護（家事援助中心型
を除く）⑦訪問入浴介護⑧通
所介護⑨短期入所生活介護
（特別養護老人ホームでのシ
ョートステイ）

利用者負担額と食費のそれ
ぞれ半額が控除の対象にな
ります

介護老人福祉施設（特別養護
老人ホーム）

施
設
サ
ー
ビ
ス

利用者負担額と食費の全額
が控除の対象になります

介護老人保健施設（老人保健
施設）、介護療養型医療施設
（療養型病床群など）

※A～Eについては、支給限度基準額を超えて利用した費用も、控除
の対象になります。F～⑨については、支給限度基準額を超えて利
用した費用は、控除の対象にはなりません。

��
��
��
��
��
��
��

� ������������������������������������������������

　

月　

日

１２

１１

付
広
報
特

集
号
４
面
表
「
４ . 
未
来
を
拓

く
人
を
つ
く
ろ
う
」
中
「
校
舎

の
改
築
等
」
の
「
中
学
校
改
修
」

は
、「　

〜　

年
度
一
校
」
の
誤

１６

１７

り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び
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３
１
７
‐
６
６
２
１

工
業
統
計
調
査
に
ご
協

力
を

　
　

月　

日
現
在
で
、
工
業
統

１２

３１

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
で
は
、
製
造
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
や
地
方
自
治

体
の
産
業
振
興
施
策
の
基
礎
資

料
や
企
業
経
営
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
１
月
９
日
以
降
、
調
査

１５
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

�
印
刷
・
食
料
品
・
繊
維
・

家
具
・
化
学
・
金
属
・
機
械
な

ど
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
�

統
計
係

対

問

　

校
外
施
設
と
し
て
、
昭
和　
４５

年
に
開
設
し
て
以
来
、
区
立
学

校
の
移
動
教
室
を
は
じ
め
と
し

て
、
延
べ
六
三
万
人
に
も
及
ぶ

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
年
の
ご
愛
顧
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�
学
務
課
学
事
係

高
井
戸
社
会
教
育
会
館

の
廃
止

　

高
井
戸
社
会
教
育
会
館
（
浜

田
山
４
―　

―　

）
は
、
区
民

１５

１２

集
会
施
設
な
ど
の
類
似
し
た
施

設
が
充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と

や
建
物
の
老
朽
化
な
ど
を
踏
ま

え
、　

年
３
月
末
を
も
っ
て
廃

１５

止
し
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３

問問

人
で
は
入
浴
で
き
な
い　

歳
以

６０

上
の
在
宅
の
方
�
そ
の
他
の
理

由
で
、
自
宅
や
公
衆
浴
場
で
の

入
浴
が
困
難
と
思
わ
れ
る
方
。

付
き
添
い
の
方
は
健
康
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
�
・
�
各
敬

老
会
館
ま
た
は
高
齢
者
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
１
‐
９

２
１
１
へ
�
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
自
動
車
で
の
来
館

を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

�

菅
平
学
園
の
廃
園

　

区
民
の
皆
さ
ん
に
長
く
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
菅
平
学
園

は
、　

年
３
月　

日
の
営
業
を

１５

２６

も
っ
て
廃
園
し
ま
す
。

申

問

他

を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

�
木
曜
〜
月
曜
日（
五
日
間
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
�
区

内
の
二
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
お

よ
び
団
体
�
阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
４
‐
７
２

１
１

介
助
付
き
（
付
き
添
い
）

入
浴

　

敬
老
会
館
で
は
、
付
き
添
い

の
方
と
一
緒
に
、
お
風
呂
の
利

用
が
で
き
ま
す
。

　

�
・
�
実
施
敬
老
会
館
（
実

施
日
）＝
下
井
草（
第
二
月
曜
）、

荻
窪
東
（
第
二
水
曜
）、
井
草

（
第
二
金
曜
）、
梅
里
堀
ノ
内

（
第
四
月
曜
）、
上
高
井
戸
（
第

四
水
曜
）、
堀
ノ
内
松
ノ
木
（
第

四
金
曜
）
／
午
後
１
時
〜
４
時

（
一
人
一
時
間
以
内
）
�
�
一

時

対

問

時

場

対

就
学
前
の
健
康
で
集
団
保
育
が

可
能
な
お
子
さ
ん
�
一
時
間
五

〇
〇
円
�
・
�
各
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
右
表
）
で
、
利
用
日

の
一
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま

す
（
月
曜
〜
金
曜
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
４
時　

分
／
年
末
年

３０

始
を
除
く
）
�
２
月
分
の
受
付

は
、
１
月
６
日
か
ら
で
す

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
で

す
。

　

�　

年
１
月　

日
�
午
後
１

１５

１５

時
〜
４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ

ー
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
建

築
課
建
築
監
理
係
�
図
面
な
ど

が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ

い展
示
コ
ー
ナ
ー
「
阿
佐
谷
ぶ

ら
っ
と
り
ー
」

　
　

年
２
月　

日
�
か
ら
、
グ

１５

１３

ル
ー
プ
や
団
体
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
、
阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
の
一
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

１７

費

申

問他

時

場

申

問

他

―
４
）
で
配
布
す
る
募
集
要
項

で
、
２
月　

日
ま
で
に
応
募
し

２８

て
く
だ
さ
い
�
同
協
会
�
５
３

７
３
‐
８
９
４
１
（
日
曜
・
月

曜
、
祝
日
は
休
館
）

区
内
子
育
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

自
主
サ
ー
ク
ル
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
で

は
、
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
一
環
と
し
て
「
子
育
て

事
例
集
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

作
成
に
あ
た
り
、
子
育
て
中

の
親
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
て

活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
情

報
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

�
�
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
自
主
サ
ー
ク
ル
な

ど
�
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
自
主
サ
ー
ク
ル
な
ど
�

活
動
の
内
容
な
ど
を
封
書
ま
た

は
電
話
で
、
１
月　

日
ま
で
に

２０

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
管
理
係

へ
�
同
係

�

 

一
時
保
育
が
変
わ
り
ま
す

　

ご
家
庭
で
育
児
を
し
て
い
る

方
が
、
通
院
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
、
お
子

さ
ん
を
預
け
て
用
事
を
済
ま
せ

た
い
と
き
に
、
一
時
間
単
位
で

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
、
保

育
す
る
一
時
保
育
の
実
施
日

が
、　

年
２
月
か
ら
倍
以
上
に

１５

な
り
ま
す
。

　

�
利
用
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
／
お
預
か

り
で
き
る
時
間
が
、
四
時
間
ま

で
の
日
が
あ
り
ま
す
（
同
一
月

内
二
回
ま
で
）
�
保
護
者
が
区

内
に
居
住
し
て
い
る
８
カ
月
〜

問

対

申

問時

対

で
生
計
を
立
て
よ
う
と
志
し
て

い
る
作
家
（
在
住
場
所
・
国
籍
・

性
別
・
年
齢
・
プ
ロ
ア
マ
な
ど

は
問
い
ま
せ
ん
）、作
品
の
展
示

を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
い
、
作
る
喜
び
を
伝
え
た

い
方
�
三
〇
〇
〇
円
（
予
定
・

基
本
的
に
作
品
の
売
上
は
全
額

本
人
へ
）
�
作
品
の
内
容
の
わ

か
る
資
料
（
作
品
数
・
大
き
さ
・

活
動
歴
・
ど
ん
な
思
い
で
創
作

活
動
を
し
て
い
る
か
な
ど
具
体

的
な
Ｐ
Ｒ
）
に
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・
連
絡
先

（
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
添
え
て
、

１
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ー
ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト
実
行
委

員
会
・
渡
辺
（
〒　

‐
０
０
３

１６５

４
中
野
区
大
和
町
４
―　

―
４２

　

）
へ
。
選
考
の
上
、
１
月
下

１４旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
�
同

会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐
７
９

３
５
、
Ｅ
メ
ー
ルh

iro
s
h
i-w

@
p
o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

�

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://b
2

c
-1
.ro
c
k
e
tb
e
a
c
h
.c
o
m

/̃h
e
a
rt-to

-a
rt/

�
資
料

は
、
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
返
却
を
希
望
す
る
方
は
、

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い

�
杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
標
語

　

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
は
、

　

年
度
か
ら
特
定
非
営
利
活
動

１５法
人
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
�
杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

事
務
局
（
阿
佐
谷
北
１
―
４
―

２
）
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７

費

申

問
他

対
申

�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
配
ぜ
ん
補
助
ス

タ
ッ
フ

　

�
勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
昼
食
の
配
ぜ
ん
な

ど
▽
勤
務
日
＝
週
二
〜
三
日
▽

勤
務
時
間
＝
一
日
六
時
間
程
度

▽
時
給
＝
八
五
〇
円
▽
募
集
人

数
＝
若
干
名
�
電
話
で
、
大
宮

ふ
れ
あ
い
の
家
・ 
直 
志
   

�
５
３

な
お 

し

７
７
‐
７
０
２
５
へ
�
同
ふ
れ

あ
い
の
家

�
�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
協
力
員
（
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

　

ご
都
合
の
良
い
曜
日
や
時
間

帯
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

の
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
助

け
合
い
に
関
心
の
あ
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

�
家
事
援
助（
食
事
の
支
度
・

掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な
ど
）、介

護
援
助（
外
出
介
助
・
身
辺
介
助

な
ど
）
▽
謝
礼
金
＝
家
事
援
助

＝
一
時
間
七
〇
〇
円
、
介
護
援

助
＝
一
時
間
八
四
〇
円
�
�
資

格
・
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
�
登
録
後
に
研
修
会
が
あ
り

ま
す
�
・
�
電
話
で
、
さ
ん
あ

い
公
社
た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス

課
�
５
３
４
７
‐
３
１
３
１
へ

高
円
寺
「
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
」
出
展
者

　

自
分
の
手
作
り
ア
ー
ト
作
品

を
展
示
・
販
売
す
る
作
家
を
募

集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　

�　

年
３
月　

日
�
午
後
２

１５

２９

時
〜
８
時
、　

日
�
午
前　

時

３０

１１

〜
午
後
５
時
（
予
定
）
�
高
円

寺
北
会
議
室
（
高
円
寺
北
３
―

　

―
９
）
ほ
か
�
ア
ー
ト
活
動

２５
内

申

問

内

他

申

問

時

場

対

〈子育てサポートセンター〉
電　  話所　　在　　地センター名
３３９９‐６４４７下井草４‐２５‐１０（中瀬保育園内）中　　瀬
３３３３‐４６９９宮　前２‐２４‐３８（宮前保育園内）宮　　前

３３１５‐７９４７堀ノ内３‐４９‐１９‐１０１（堀ノ内東
保育園内）堀ノ内東

３３９４‐３９３５今　川３‐３‐１８（今川保育園内）今　　川

３３９８‐４５１８阿佐谷南３‐１２‐１２（阿佐谷南保
育園内）阿佐谷南

民営化施設（民間事業者が経営しています）　

「杉菜」、「「杉菜」、「コニファー岩櫃コニファー岩櫃」露天風呂好評営業中」露天風呂好評営業中

弓ケ浜クラブ富士学園コニファー
岩櫃（いわびつ）

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ヶ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

一般一般一般一般区民料金区分

７０００円
６４００円

７６００円８０００円７６００円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円５７００円５３００円子ども

７０００円
８６００円９０００円８６００円大　人休

前
日 ７０００円６７００円６３００円子ども

区民（区内在住者）の方には２０００円、区民で６５歳以上、障害者の方には３０００円の宿泊補助が適用されま
す（消費税は、宿泊補助前の宿泊料金に対してかかります）。また、利用日の１週間前からの変更・取
消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
５４５９‐７８１１

（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後９時、
年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）

申
込
先

５４５９‐７８００３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳など区内
在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ちいただ
けない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園の宿泊料金は、小
学生以上の料金です。３．弓ケ浜クラブの料金は、５歳以上は同一料金です。４．宿泊の予約は、申込先に
直接ご連絡ください。ファクスは、予約可否の返信をします。なお、近畿日本ツーリスト区役所内店で
は受け付けをしません。５．年末年始など、宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細については、申込
先にお問い合わせください（富士学園、弓ケ浜クラブは学校優先使用のため、利用できない日もありま
す）。６．各施設のパンフレットは、区役所、区民事務所、荻窪サービスコーナー、地域区民センター、
区民集会所、高齢者活動支援センターにあります。

● ● ● 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド ● ● ●
直営施設

休館日申　込　方　法料　金施　　設

２月は
なし

２月の利用申し込み
　学校使用日以外は、１月１０日から使用日の前
日まで、電話または区役所内窓口で受け付けま
す。なお、１月１０日は電話のみの受け付け（受付
順）となります。
菅平学園の冬季一般利用
　１月～３月は学校の移動教室の期間ですが、
学校が使用しない宿泊室は一般利用できます
（２月２日、２月２１日～３月１日＝各５室）

１泊２食
大　人５０００円
子ども３３００円

菅平学園（長野県菅平高原）
@０２６８‐７４‐２２４０

２月１８日
　～２０日

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
@０４２‐５９６‐０６９３

※年末・年始（１２月２９日～１月３日）の食事付き料金は、１０００円増しになります。
問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ
（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。
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平成１４（２００２）年１２月２１日（土曜日）

９
４
へ

「
エ
イ
ズ
」
目
を
そ
ら

さ
な
い
で
考
え
て
み
よ

う
！　

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
昨
年
だ
け
で

も
都
内
で
新
た
に
三
七
六
人
も

の
人
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
全
国
の
三
分
の
一
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
匿

名
・
無
料
で
、
エ
イ
ズ
の
相
談

や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
希
望
に

よ
り
性
感
染
症
検
査
も
同
時
に

受
け
ら
れ
ま
す
）
を
受
け
る
事

が
で
き
、
検
査
結
果
は
ご
本
人

に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

検
査
は
、
感
染
の
有
無
を
正

確
に
判
断
す
る
た
め
に
、
感
染

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る

日
か
ら
三
カ
月
以
上
過
ぎ
て
か

ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

問

�
国
民
年
金 

◇
外
国
人
の
方
も
加
入
を

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る　
２０

歳
以
上　

歳
未
満
の
外
国
人
の

６０

方
も
、
国
民
年
金
へ
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

永
住
許
可
を
受
け
て
い
る
方

や
、
長
期
に
わ
た
り
日
本
に
住

む
予
定
の
方
は
、
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
資
格
係

◇
年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
を
一
〇
年

以
上
納
付
（
厚
生
年
金
保
険
加

入
期
間
を
合
算
し
て
も
可
）
し

て
い
る
被
保
険
者
（
第
二
号
被

保
険
者
を
除
く
）
が
、
高
校
・

大
学
・
専
修
学
校
な
ど
へ
就
学

す
る
方
の
保
護
者
と
し
て
、
入

学
金
・
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

必
要
と
す
る
場
合
に
、
融
資
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

・

電
話
で
、
年
金
資
金

運
用
基
金
�
３
５
０
２
‐
２
４

問申

問

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
必
要
な
方
＝
杉
並

区
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
特
別
区
民
税
が
非
課
税
の

方
（
○老

 

証
を
お
持
ち
の
方
を
除

く
）

申
請
書
（
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
）・
患
者
票
の

写
し
・
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、　

年
１
月　

日
〜
３

１５

１４

月　

日
に
管
轄
の
保
健
セ
ン
タ

１４
ー
へ

国
民
健
康
保
険
課
給
付

係

�
患
者
票
は
医
療
機
関
で

保
管
し
て
い
ま
す
�
特
別
区
民

税
が
未
申
告
の
場
合
は
認
定
さ

れ
ま
せ
ん
。
必
ず
特
別
区
民
税

の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料
の
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す

　
　

年
１
月
〜
３
月
分
の
納
付

１５
書
を
、
１
月
８
日
に
発
送
し
ま

す
。
１
月
分
以
降
が
す
べ
て
納

付
で
き
る
「
一
括
納
付
書
」
と

各
月
ご
と
に
納
付
で
き
る
「
月

別
納
付
書
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
世
帯
と
納

付
済
み
世
帯
に
は
、
こ
の
納
付

書
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦

課
係 対

申問
他問

特
定
計
量
器
の 

　
　
　
　

定
期
検
査

　

取
引
（
営
業
）
用
や
証
明
用

の
は
か
り
は
、
計
量
法
に
よ
り

二
年
に
一
度
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
左
表
）

　

都
計
量
検
定
所
検
査
課
�

５
４
７
０
‐
６
６
３
８
ま
た
は

区
消
費
生
活
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

�　

年
４
月
１
日
か
ら 

１５
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
結
核
・
精
神
公
費
負

担
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
杉
並
区
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
○老

 

証
を
お
持
ち

の
方
は
除
く
）
で
結
核
予
防
法

（
一
般
医
療
）
お
よ
び
精
神
保

健
第
三
二
条
通
院
医
療
費
公
費

負
担
制
度
を
受
け
て
い
る
方

は
、　

年
４
月
以
降
、
医
療
機

１５

関
で
支
払
う
医
療
費
に
５
％
の

自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　

特
別
区
民
税
非
課
税
の
方

は
、「
結
核
・
精
神
医
療
給
付
金

受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、
引

き
続
き
５
％
の
公
費
負
担
が
受

問
〈特定計量器の定期検査〉

検査会場月　日
荻窪高等学校（荻窪５‐７‐２０）１月１５日�
和田中学校（和田２‐２１‐８）　　１６日�
杉並第三小学校（高円寺南１‐１５‐１３）　　　２０日�
東田小学校（成田東１‐２１‐１）　　２１日�
高井戸社会教育会館（浜田山４‐１５‐１２）　　２２日�
杉並区医師会館（阿佐谷南３‐４８‐８）　　２３日�
新泉小学校（和泉１‐４４‐２６）　　２７日�
永福小学校（永福２‐１６‐３３）　　２８日�
産業商工会館（阿佐谷南３－２－１９）　　２９日�
若杉小学校（天沼３‐１５‐２０）　　３０日�
高井戸第二小学校（久我山４‐４９‐１）２月３日�
井荻小学校（善福寺１‐１０‐１９）　　４日�
西荻南区民集会所（西荻南３‐５‐２３）　　５日�
四宮小学校（上井草２‐１２‐２６）　　６日�
馬橋小学校（高円寺北４‐２８‐５）　　１０日�
井草区民事務所（下井草４‐３０‐２）　　　１３日�
高円寺会館（高円寺北２‐１‐２）　　１７日�

※時間は、いずれも午前９時３０分～午後３時３０分。

◆年末年始のごみ収集・資源回収・粗大ごみ収集など◆
問い合わせ備　考年　始年　末種　類

西清掃事務所
�３３９２‐７２８１
東清掃事務所
�３３２３‐４５７１

１２月２３日�、
１月１３日�は
通常どおり１月４日

�から通
常どおり

１２月３０日�まで収
集。２９日�は、火
曜日地区の収集を
行います

可燃・不燃ごみ・資源

【申込み】
杉並区粗大ご
み受付センター
�５３１１‐５３００

１２月３０日�まで受
付（午前８時～午
後７時）

粗大ごみ

砧清掃事務所
�３２９０‐２１５１

砧清掃事務所へお問い合わせくださいし　　尿

※�収集がない期間は各家庭でごみを保管してください。なお、年末年始の詳しい収集日
程（年末の最終日および年始の開始日）は、ごみ集積所にはり出します。�スーパー、
コンビニなどのペットボトルの店頭回収は、１２月３１日�～１月３日�は行いませんので、
ご協力をお願いします。

◆年末年始のリサイクル施設の営業日◆

年　始年　末名　称

１月５日�から通常どおり１２月２７日�の午後３時までリサイクルひろば高
井戸�３３３１‐４３６０

施　設　名休業日
区民集会所
社会教育会館
児童館
図書館
郷土博物館
盲人会館
公会堂
運動場
温水プール
体育館
自転車集積所

地域区民センター
区民会館
児童青少年センター
男女平等推進センター
高齢者活動支援センター
障害者福祉会館
和田障害者交流館
高円寺障害者交流館
児童交通公園
大田黒公園
上井草スポーツセンター
勤労福祉会館

１２月２８日�
～１月４日�

産業商工会館１２月２８日�
～１月３日�

荻窪サービスコーナー、ケア２４（電話相
談は無休）、小・中学校の開放施設（校
庭・体育館・特別教室など）

１２月２９日�
～１月３日�

※杉十小温水プールは、改修工事のため１月２０日まで休業です。

　

区
役
所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
福
祉
事
務
所
、

保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
敬
老
会
館
、
科
学
館
な

ど
は
、　

月　

日
�
〜
１
月
５
日
�
は
休
業
し
ま
す

１２

２８

（
休
業
日
が
異
な
る
施
設
は
左
表
の
と
お
り
で
す
）。

◆２月の胃がん検診◆

申 込 方 法対　象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３
‐４８‐８ �３３９２‐４１１４）
へ。問い合わせは、健康推
進課�３３９１‐１０１５へ

３５歳以
上の区
民

２月の木・
金・土曜日
午前９時～

午前中

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．４月から検査費用の一部（１０００円）を負担していただくことに
なりました。受診会場でお支払いください。なお、生活保護受給世
帯の方は負担金が免除されます。２．次の①～�に該当する方は、
申し込みをご遠慮ください。①胃の手術を受けたことのある方�現
在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方�妊娠中
の方（または妊娠の可能性のある方）�おおむね１年以内に区実施
の胃がん検診を受けた方。３．ハガキ（１人１枚）に「２月の胃が
ん検診」と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（１５
年３月３１日現在）・受診希望日を書いてください。申込締切日は必
着。４．申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、
後日連絡します。

�
急
に
熱
が
出
た
…

　

休
日
等
夜
間
急
病
診
療
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
１
‐
１
５
９
９
（
必
ず
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

休
日
等
夜
間
急
病
診
療
所
（
杉
並
保
健

所
二
階
）
や
急
病
診
療
医
療
機
関
（
当
番

制
）
の
紹
介
を
し
た
り
、
医
師
が
急
病
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
方

は
、
フ
ァ
ク
ス　

３
３
９
１
‐
６
０
９
９

FAX

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
診
療
科
目

　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
耳
鼻 
咽  
喉 
科

い
ん 
こ
う

◇
診
療
時
間

▽
平
日
（
小
児
科
の
み
）
＝
午
後
７
時　
３０

分
〜　

時　

分
（
受
付
は　

時
ま
で
）

１０

３０

１０

▽
土
曜
日
＝
午
後
１
時
〜　

時
（
受
付
は

１０

９
時　

分
ま
で
）

３０

▽
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
午
前
９
時

〜
午
後　

時
（
受
付
は
９
時　

分
ま
で
）

１０

３０

�
歯
が
痛
い
と
き
は
…

　

歯
科
休
日
急
病
診
療
所
（
杉
並
保
健
所

三
階
）
�
３
３
９
８
‐
５
６
６
６
（
必
ず

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

◇
診
療
時
間

　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
受
付
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

�
処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
が
必
要

な
と
き
は
…

　

休
日
等
夜
間
調
剤
薬
局
（
杉
並
保
健
所

地
下
一
階
）
�
３
３
９
１
‐
５
５
３
９

◇
開
設
時
間

▽
平
日
＝
午
後
７
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

▽
土
曜
日
＝
午
後
１
時
〜　

時
１０

▽
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
午
前
９
時

〜
午
後　

時　
１０

※
�
往
診
は
行
い
ま
せ
ん
�
い
ず
れ
も
受

診
の
際
は
、
健
康
保
険
証
・
老
人
医
療

証
・
そ
の
他
の
医
療
証
（
コ
ピ
ー
不
可
）

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
そ
の
他
（
二
四
時
間
受
付
）

　

東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」
�
５
２
７
２
‐
０
３
０
３

　

東
京
消
防
庁
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

�
３
２
１
２
‐
２
３
２
３

　荻窪５‐２０‐１

／１２
　２９ ／１　３
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【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�

�インディアカフェスティバル
　�１５年１月２６日∂午前９時～午後５時（区共催）�上井草スポーツセンター
（上井草３‐３４‐１）�種目＝混合と女子の部（１チーム５～８人編成）�区内
在住・在勤・在学で高校生以上の方�３０チーム（抽選）�１チーム３０００円（代表
者会議で納入）�チームごとに所定の申込用紙（区内体育館に置いてあります）
に必要事項を書いて、１月１３日（必着）までに区インディアカ協会・武石記代子
（〒１６７‐００３４桃井４‐６‐１４）へ�同協会・武石�３３９９‐５８７９（午後６時～１０
時）�当日は運動できる服装で、上履きと弁当を持参してください
�スリーダブルス大会（卓球）
　�１５年２月９日∂午前９時～（区後援）�高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐
３１）�種目＝男女別３ダブルス（３～４名）団体戦�区内在住・在勤・在学の方
および区内のクラブに所属し、東京卓球連盟に加盟している方�1チーム３５００円
�参加種目・住所・氏名・年齢・性別・電話番号を書いて、１月２７日（必着）ま
でにA定額小為替、切手または現金書留で区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐
谷南１‐７‐１ñタマス）へ郵送Bñタマスへ直接申込みC連盟役員に依頼�同
連盟・大沼�３３１４‐６６２４（ñタマス内・午前９時～午後５時)
�区民体育祭冬季大会
◇スキー
　�・�開会式＝１５年２月１日º午後７時～（菅平学園）／大会＝２日∂（菅平
高原）�種目＝回転・大回転（男女、年齢別）�区内在住・在勤・在学の方�
無料�申込書（区立体育施設に用意）を郵送・持参またはファクスで、１月２１日
（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２み
なみ阿佐ケ谷ビル８階・FAX５３０５‐６１６２）へ�区スキー連盟・北島�３３８１‐６６０７
（午後７時～１１時３０分）または同財団�３３１２‐２１１１（区代表）�回転競技の優勝
者は、都民体育大会の選手候補とします

競技大会

時 場
内 対

定 費
申

問
他

時 場
内 対

費
申

問

時 場
内 対 費

申

問
他

�

�アクアエクササイズ　○す 教室番号１４９１
　�１５年２月７日～３月１４日の毎週金曜日、午前９時～１１時（計６回）�高井戸
温水プール�区内在住・在勤・在学で６０歳以上の初心者・初級者�６０名（抽選）
�１４００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１月１１日（必
着）までに高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ�同プール
�３３３１‐８６５２
�ヨガ　○す 教室番号１５６４
　�１５年２月３日～３月１０日の毎週月曜日、午後１時～３時（計６回）�荻窪体
育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�３０名（抽選）�１０００
円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１月１０日（必着）まで
に荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ�同体育館�３２２０‐３３８１�託児
（３歳～就学前）あり
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　�１５年１月１９日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニン
グルーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組
（個人およびペア可）�４００円（入場料）�電話で、希望受付時間（受付時間は
午前９時から２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着
順）�受付からアドバイス終了まで約１時間かかります

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定

費 申
問

時 場
対 定 費

申
問 他

時 場
対 定

費 申

他

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により区の体育施設予約などのサービ
スが利用できる電話受付システムです。申し込みは、１２月２１日午前８時からハ
ガキの締め切り日の午後１１時までです。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は　

年
２

１５

月　

日
ま
で
で
す

２８

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

比
較
的
大
規
模
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
�
外
か
ら
帰
っ

た
ら
手
洗
い
・
う
が
い
に
努
め

る
�
室
内
の
適
度
な
加
湿
・
換

気
に
努
め
る
�
規
則
正
し
い
生

活
と
休
養
を
心
が
け
る
�
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
適
切
な

水
分
の
補
給
に
気
を
つ
け
る
�

必
要
な
時
以
外
は
人
込
み
へ
の

外
出
を
控
え
る
�
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
か
か
り
つ
け
医
と

相
談
す
る
、な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

�
次
の
�
か
�
に
該
当
し
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
�
接
種

日
現
在
満　

歳
以
上
�
接
種
日

６５

現
在
満　

歳
以
上　

歳
未
満
で

６０

６５

対

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
よ
る
免
疫
機
能
の
い
ず
れ

か
に
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程

度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
提
示
ま
た
は
医
師
の

証
明
が
可
能
な
方
�
二
二
〇
〇

円
�
保
険
証
な
ど
住
所
・
年
齢

の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
、

区
内
の
登
録
医
療
機
関
（
一
覧

を
保
健
セ
ン
タ
ー
・
区
民
事
務

所
・
区
役
所
一
階
保
健
福
祉
相

費

申

談
窓
口
・
敬
老
会
館
で
配
布
）

へ
�
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
�
�
生
活

保
護
受
給
の
方
は
費
用
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
福
祉
事
務

所
へ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
�
区

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
問

他

�
年
末
年
始
の
交
通
渋
滞
防

止
運
動
実
施
中
（
１
月
５
日

�
ま
で
）

�
　

年
末
は
、
経
済
活
動
が
活
発

化
す
る
と
と
も
に
、
行
楽
や
帰

省
な
ど
の
車
両
が
特
定
の
路
線

に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
例
年

杉
並
区
で
も
著
し
い
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
み
ん

な
で
協
力
し
、
安
全
で
円
滑
な

交
通
の
流
れ
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

◇
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

◇
業
務
用
車
両
の
計
画
的
な
運

行
に
よ
り
、
走
行
台
数
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

�
交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警

察
署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０

１
１
０
／
高
井
戸
�
３
３
３
２

‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９

７
‐
０
１
１
０
）

�★
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
議
会
第
四
回
定
例
会

　

�　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

２６

�
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田
区

九
段
北
１
―
１
―
４
）
�
傍
聴

は
、
会
館
本
館
一
階
で
午
後
１

時
か
ら
受
付
予
定
�
東
京
二
十

三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会

事
務
局
�
５
２
１
０
‐
９
７
２

８ 年
末
年
始　
 

　

み
ん
な
で
協
力　
 

　
　
　
　

渋
滞
防
止

問

� �

時
場

申

問

　

昭
和　

年
３
月
、
沖
縄
で
メ
キ
シ
コ

５６

の
ペ
ド
ロ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
と
対
戦
し
て

一
二
ラ
ウ
ン
ド
判
定
負
け
し
た
の
が
最

後
の
試
合
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
に
な

っ
て
初
め
て
の
敗
戦
経
験
だ
し
、
目
も

 
網  
膜  
剥  
離 
寸
前
の
状
態
で
、
シ
ョ
ッ
ク

も
う 
ま
く 
は
く 

り

と
け
が
で
何
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
が
引
退
か
と
騒
ぐ
中
で

東
京
に
戻
り
、
一
カ
月
後
が
結
婚
式
で

ね
、
勝
っ
て
式
を
挙
げ
た
か
っ
た
け
ど

（
笑
）。
引
退
を
決
意
し
た
の
は
、け
が

も
あ
っ
た
け
ど
、
同
じ
沖
縄
出
身
で
ジ

ム
も
同
じ
渡
嘉
敷
勝
男
に
リ
タ
ー
ン
マ

ッ
チ
の
チ
ャ
ン
ス
を
あ
げ
た
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
ね
。
渡
嘉
敷
が
す
ぐ
取

り
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

引
退
後
は
、
講
演
活
動
や
レ
ス
ト
ラ

ン
を
や
っ
た
り
し
て
、
ジ
ム
を
持
つ
つ

も
り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ

り
ボ
ク
シ
ン
グ
し
か
な
い
な
、
と
感
じ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、
代
々
木
で
ジ

ム
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昭
和　

年
２７

に
日
本
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

っ
た
白
井
義
男
さ
ん
と
一
緒
に
ね
。
そ

し
て
今
年
の
２
月
に
、
現
在
の
西
永
福

に
移
転
し
て
来
ま
し
た
。
白
井
さ
ん
は

　

歳
で
す
が
、
今
で
も
選
手
の
指
導
を

７９し
て
い
ま
す
。

　

住
む
所
と
し
て
杉
並
を
選
ん
だ
の

は
、
都
心
か
ら
三
〇
分
と
い
う
条
件
か

ら
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
緑
が
多
く
て
と

て
も
住
み
や
す
い
で
す
ね
。
子
ど
も
と

犬
を
連
れ
て
神
田
川
べ
り
と
か
浜
田
山

の
商
店
街
と
か
を
、よ
く
歩
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
上
で
大
事
だ
と
思

っ
て
心
が
け
て
き
た
の
は
、素
直
さ
と
、

良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
の
区
別
を
は
っ

き
り
す
る
こ
と
。
電
話
の
受
け
答
え
や

あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
行
動
範
囲
も

広
が
る
し
、
良
い
友
だ
ち
か
ど
う
か
見

分
け
る
よ
う
に
と
も
言
い
ま
し
た
。

　

僕
は
選
手
時
代
、
指
導
者
を
信
じ
ま

し
た
ね
。
良
く
聞
い
て
、
実
行
し
て
、

自
分
で
組
み
立
て
直
し
て
強
く
な
っ

た
。
自
分
の
考
え
だ
け
を
実
行
し
て
も

強
く
は
な
ら
な
い
。
一
二
ラ
ウ
ン
ド
、

一
時
間
も
戦
う
わ
け
だ
か
ら
。
ス
タ
ッ

フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し

て
メ
ニ
ュ
ー
を
実
行
し
て
い
か
な
い

と
。
あ
と
は
フ
ァ
イ
テ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ

ト
（
闘
争
本
能
）
だ
ね
。
リ
ン
グ
に
上

が
れ
ば
一
人
だ
か
ら
。
ジ
ム
で
は
、
技

術
と
か
メ
ニ
ュ
ー
は
教
え
ら
れ
る
け

ど
、
性
格
は
な
か
な
か
直
せ
な
い
。
環

境
、
家
庭
が
大
切
で
す
。

　

今
は
、
学
校
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
が
な

か
な
か
な
い
の
で
、
ジ
ム
に
来
る
子
が

多
い
。
地
方
の
子
を
預
か
っ
て
近
所
の

ア
パ
ー
ト
に
住
ま
わ
せ
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
女
房
が
家
に
呼
ん
で
ご
飯
を
食

べ
さ
せ
た
り
、
話
を
し
た
り
ね
。
試
合

前
は
み
ん
な
不
安
に
な
り
ま
す
か
ら
、

緊
張
を
保
ち
な
が
ら
調
整
し
ま
す
。

　

選
手
の
試
合
の
時
は
な
る
べ
く
見
る

よ
う
に
し
て
、
負
け
試
合
の
と
き
は
、

な
ぜ
負
け
た
か
を
良
く
考
え
さ
せ
る
ん

で
す
。
負
け
た
後
す
ご
く
強
く
な
る
子

も
い
ま
す
。色
々
な
子
を
見
て
ま
す
が
、

発
掘
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
夢
は
や

は
り
、
こ
の
ジ
ム
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
出
す
こ
と
で
す
ね
。（
談
／
終
）

具
志
堅
用
高
（
元
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

`

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
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平成１４（２００２）年１２月２１日（土曜日）

◇
利
用
期
間

　
　

年
４
月
１
日
〜　

年
３
月

１５

１６

　

日
（
一
年
間
）

３１◇
対
象

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
①
区
内
ま
た
は
隣
接
す
る

区
や
市
に
住
居
ま
た
は
通
勤
・

通
学
先
が
あ
る
②
通
勤
・
通
学

の
た
め
駅
ま
で
の
往
復
に
自
転

車
を
利
用
す
る
（
買
物
な
ど
で

の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
）
③
住

居
ま
た
は
通
勤
・
通
学
先
が
駅

か
ら
区
で
定
め
た
距
離
（
駅
ご

と
に
異
な
り
、
申
請
書
裏
面
に

赤
い
円
で
表
示
）
を
超
え
て
い

る◇
申
込
方
法

　

自
転
車
対
策
係
（
区
役
所
西

棟
五
階
）、
区
民
事
務
所
、
実
施

駅
（
左
表
）
の
広
報
ス
タ
ン
ド

な
ど
に
置
い
て
あ
る
申
請
書

（
１
月
７
日
か
ら
配
付
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
書
類

の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
１
月　

日
２４

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
自
転
車

対
策
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

（
午
後
５
時
ま
で
）
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
２
月　

日
�
午
後
３
時
か

１０

ら
、
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
七

〇
一
会
議
室
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
２
）
で
公
開
抽
選
。

１４※
申
請
で
き
る
の
は
、
一
人
に

つ
き
一
駅（
一
台
）。
重
複
し

て
利
用
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、承
認
を
取
り
消
し
ま
す
。

◆１月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

９・２３日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

１４・２１日
午前９時～１０時３０分

１６・３０日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２０日
午後１時１５分～２時

２２日
午前９時～１０時

１０日（高円寺南５丁目会館）午
後１時１５分～３時、２３日（保健
センター）午前１０時～１０時３０分

１０日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

７・１４・２１・２８日６・１７・２０・２７日９・１６・２３・２９日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターの２３日、高円寺保健センターの２０日は午後１時から）

２８日（事前申込制）２７日（事前申込制）２９日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時

１６日
午後１時３０分～３時

２３日
午前１０時３０分～１１時３０分

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

２０日午後１時１５分～２時３０分
２７日午前９時～１０時３０分　

８・２２日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

２０・２３日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１１日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、@３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

９日午後１時３０分～９日午後１時３０分～２４日午後１時３０分～
８・２１日午後１時３０分～
２８日午前９時３０分～

８日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２３日午後１時３０分～２７日午前９時～１７日午後１時３０分～２３日午後１時３０分～
２９日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

※１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．高円寺保健センタ
ーでは１０日ª午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（要電話予約）。３．歯科相談は、常時各保健センターで行っています（要電話予約）。

１５年度

〈申し込みに必要なもの・登録手数料〉
登録手数料必要書類（写しでも可）対　象

４０００円

通勤・通学先の確認ができ
るもの（定期券、社員証、
在勤証明書、学生証など）
※１５年４月から入学・就職
予定の場合は入学許可
証、内定通知、あるいは現
在持っている学生証

全　員

手数料の減額・免除を申請する方は、上記のほかに次の書
類が必要です。

登録手数料必要書類（写しでも可）対　象

２０００円
（減額後の
金額）

生年月日の確認ができるも
の（保険証、免許証、住民
票など）

１５年４月１日現
在、小・中学生
または６５歳以上
の方

免　除
身体障害者手帳、保健福祉
手帳、愛の手帳、難病指定
医療券など

身体障害者手帳
などをお持ちの
方

〈登録制実施駅〉
駅　名路線名

上井草（南側）西武新宿線

高円寺ＪＲ中央線

西永福
高井戸
富士見ケ丘

京 王
井 の 頭 線

代田橋・八幡山京 王 線

継
続
利
用
の
方
も
申
請
を
お
忘
れ
な
く

�

杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
並並並並並並並並並並並並並並並並並
区区区区区区区区区区区区区区区区区
自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車
置置置置置置置置置置置置置置置置置
場場場場場場場場場場場場場場場場場
ののののののののののののののののの
利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用
登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録
申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請
受受受受受受受受受受受受受受受受受
付付付付付付付付付付付付付付付付付

区
で
は
放
置
防
止
対
策
と
し
て
、
駅
か
ら
住
居
ま
た
は
通
勤
・
通
学
先
ま
で
の
距
離
が
遠
い
方
の
た
め
に
駅

の
周
辺
に
登
録
制
自
転
車
置
場
を
設
置
し
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
転
車
置
場
の
新
規
（
４
月
か

ら
入
学
・
就
職
予
定
の
方
も
含
む
）
・
継
続
利
用
登
録
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
制
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

　
　

問
い
合
わ
せ
は
、
自
転
車
対
策
係
へ
。
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月
７
日
�
〜　

日
�

１０

１３

を
中
心
に
、
第
三
回
「
杉

並
・
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」
が
区
内
全
域
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
団
体
な
ど
は
、
昨

年
よ
り
四
二
増
の
一
五
七

グ
ル
ー
プ
、
参
加
延
人
数

は
一
万
一
四
二

一
名
と
、
昨
年

を
し
の
ぐ
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　

実
施
し
た
内

容
は
、
幹
線
道

路
か
ら
生
活
道

路
・
最
寄
り
の

公
園
・
遊
歩
道

の
ご
み
拾
い
、

駅
前
の
ハ
ト
ふ

ん
清
掃
・
不
法

掲
出
物
の
撤
収
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
取
り
組
み
の
中

で
は
、
特
に
保
育
園
児
に

対
し
て
、
ご
み
拾
い
を
通

じ
分
別
の
大
切
さ
と
ポ
イ

捨
て
の
禁
止
な
ど
の
環
境

学
習
を
同
時
に
行
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
や
町
会
な
ど

の
参
加
数
が
伸
び
、
来
年

度
に
向
け
て
期
待
が
ふ
く

ら
み
ま
す
。

　

ご
み
の
量
は
、
あ
わ
せ

て
約
一
四
ト
ン
（
う
ち
可

燃
ご
み
九
・
五
三
ト
ン
）

で
、
三
年
連

続
し
減
少
傾

向
に
あ
り
ま

す
。

　

参
加
し
た

皆
さ
ん
、
ど

う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

来
年
度
も

実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◇
写
真
展
を
開
催
し
ま
す

　

�　

年
１
月
６
日
�
〜

１５

　

日
�
�
区
役
所
一
階
ロ

１０ビ
ー

☆

　

�
環
境
課
庶
務
係

時

場

問

受
付
期
間　

１
月
７
日
�
〜　

日
�

２４
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リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１月のクリーンサイクルの販売日
１月１１日º、自転車販売協力店で。申し込み多数の
場合は、抽選。１台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/
消費税込み）。協力店については、お問い合わせく
ださい。
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

問合せ主な内容日　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

社会教育
センター

委員会運
営につい
てなど

１２月２５日π

午後６時３０
分～

社会教育
事業推進
委員会

※日時は変更する場合があります。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万０７８０人（１０９減）
　男　／２４万７５４９人（７９減）
　女　／２６万３２３１人（３０減）
世帯／２７万２９４１　（３増）

外
国
人
登
録

人口／１万１３７８人（３増）
　男　／　　５６８５人（１７増）
　女　／　　５６９３人（１４減）
世帯／　　９１３１　（５増）

１４年１２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万２１５８人（１０６減）


